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芳養イキイキクラブ集会場 《３月の予定》  

   ◎午後１時３０分～（※集会場所在地：芳養松原一丁目８-２） 

   ＊参加者は必ずマスクを着用してください。 

   ＊発熱や咳など体調が優れない場合は、参加を控えてください。 
 

    5日（金） 体操の日【DVDにあわせて体操】（集会場）         

  １０日（水） 縫い物・折り紙の日【お手玉作りなど】（集会場）     

  ３０日（火） 体操の日【ラジオ体操など】（集会場） 
          
  ４月以降もイキイキクラブの活動は継続しますが、公民館だよりへの掲載は本号で終了となります。 

  今後とも自由にご参加ください。 

３月の古紙回収日 【第１・３火曜日】 

３月２日（火）・１６日（火） 

     ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

      ◎回収できるものは雑誌・新聞・段ボールです。 

      ◎必ず紙ヒモでくくってください。  
  

        ※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

令和３年度 公民館サークル 参加者募集 

令和３年度に開講予定の公民館サークルの参加者を募集しています。 
 

  ◎絵画サークル 

   【日 時】 毎月 第２・４水曜日 午後７時～９時 【会 費】 １回 １,０００円 

   【準備物】 絵の具・筆・水入れ・スケッチブックなど 
    

  ◎茶道サークル（表千家） 

   【日 時】 毎月 第２・４金曜日 午後７時～９時  

   【会 費】 年間 ８,０００円（材料費別途：年間 ７,２００円） 

   【準備物】 扇子・懐紙・楊枝など 
 

  ◎生け花サークル 

   【日 時】 毎月 第１土曜日 午後１時３０分～２時３０分 

   【会 費】 年間 ７,０００円（材料費別途：年間 １１,０００円） 

   【準備物】 鋏・剣山など 
 
   各サークルにおける日時や会費、材料費、準備物などについては、変更される場合があります。 

   参加を希望される方は、公民館までお問合せください。 

スマホの使い方講座を開催します 

  日  時：３月１６日（火） 

       午前１０時～１１時３０分（受付：午前９時４０分～） 

  場  所：芳養公民館 １階大集会室 

  内  容：スマホ基本編 

       ～スマートフォンの基本操作、写真の撮り方、LINEの使い方等～ 

  定  員：６名（先着順） 

  申込期間：３月８日（月）～３月１２日（金） 

       午前８時３０分～午後５時１５分  

       ※お申込みは、上記期間中に、公民館へお電話をしていただくか、直接窓口へ 

        お越しください。 

 

 

 

 

 

 

 【お申込み・お問合せ】 芳養公民館（電話：22-1429） 

新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください 

  検温      手指の消毒     マスク着用     距離の確保       換気 

令和３年 春季全国火災予防運動 

  火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、高齢者を中心とする火災による死者の発生を減少さ 

 せるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として令和３年３月１日（月）から３月７日（日）ま 

 での一週間、全国一斉に「春季全国火災予防運動」が実施されます。 
 
    住宅防火 いのちを守る ７つのポイント（３つの習慣・４つの対策） 

   ３つの習慣 

    ●寝たばこは、絶対やめる。 

    ●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 

    ●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

   ４つの対策 

    ●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 

    ●寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 

    ●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 

    ●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 
 

全国統一防火標語 

「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」 
 

  【お問合せ】 田辺市消防本部 予防課（電話：0739-26-9954） 



 
 
 

 「主体的に学ぶ力」「自ら進んで課題を解決する力」などは、これからの社
会で必要とされる力です。言い換えると、これは「知的好奇心」を育てること
であり、教育にとって最も大事なことです。 
 知的好奇心とは様々な物事に興味や疑問を持つことであり、自分で分かり
たい、調べたい、解決したいという気持ちや行動につながるものです。保護者
の皆さんは誰しもが、子どもに知的好奇心を持って欲しいと思われることで
しょう。では、どうすれば良いのか。まず、子どもの「知的好奇心を摘み取ら
ない」ことが大事です。子どもは「これ何？」「どうして・・？」と次々に大
人に質問をぶつけてきます。そんなとき、「忙しいから後で。」などと言って
しまうと、知的好奇心の芽はしぼんでしまいます。そんなときには否定したり
簡単に答えを教えたりするのではなく、ヒントを与えたり一緒に考えたりす
るのが良いそうです。 
 次に、知的好奇心を育てる具体的な方法ですが、１つは新聞や図鑑を読むの
が良いそうです。新聞にはいろいろ幅広いことが書かれています。出来事の背
景なども分かりやすくまとめられています。また図鑑には写真やイラストが
載っているので、子どもの知的好奇心をくすぐります。家に図鑑を置くとか、
小学生新聞をとるなどもお勧めです。 
 ２つめは外に出かけることです。インターネットでも知識は得られますが、
やはり海や川、山や公園などで遊ぶ、動物園や博物館などで本物に触れること
は大事です。実際に見たり触れたりすることで、新しい発見や疑問がわきま
す。大事なのは親子で一緒に見たり体験したりすることです。 
 ３つめは子どもの知的好奇心を育てるには、まず親が知的好奇心を持つこ
とです。子どもと一緒になってワクワクする、一緒に考えるなど、親子のコ
ミュニケーションが大事だと考えます。以前、「子は親の背中を見て育つ」と
言いましたが、知的好奇心にもそれは言えるようです。 
 最後に、知的好奇心を育てるために気をつけたいことですが、親（大人）の
判断で子どもの好奇心を価値づけしないことです。大人は「このことに関心を
持って欲しい。」「こっちの方が良いのでは・・。」と思いがちですが、それ
は返って子どもの好奇心をしぼませてしまいます。興味を持ったことをとこ
とんさせてみる。親も辛抱が要りそうです。 
 学校では、これからも子どもたちの知的好奇心を育てる体験や活動を行っ
ていきます。 

 

 
 ４年生は総合的な学習の中で、社会福祉について
学んでいます。２学期は聴覚障害をもたれている
方、３学期は義足をつけておられる方・通園施設の
園長さんからお話を聞きました。この学習を通し
て、自分たちはどのように接し行動すれば良いのか
を考えることができました。６年生は、明洋中学校
で授業やクラブの見学をしました。これからの中学校生活に夢が膨らみます。
１～３年生は、防犯教室で青少年センターの方から、不審者に声をかけられた
ときどう逃げれば良いのかを習いました。「GIGAスクール構想」で１人１台
のタブレットが配置されました。まずは慣れるためにネットで調べたり調べ
たことをまとめたりしています。今後は授業でも使っていきます。 

芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 
 

 
 
 
  
 あっという間に３月の足音が聞こえてきました。毎年のように３学期は時
間が経つのが早く感じられます。令和２年度もあと１ヶ月です。今年度のま
とめをしっかりしていきたいと思います。  
ふるさと学習 ～みかん作り～ 

 ２月８日（月）に、中本朗太さんに来ていただいて、全校児童で「みかん
作り」について学習しました。事前に児童が考えた質問に答えていただく形
で学習が進んでいきました。事前に考えていた質問が終わると、子ども達の
手が次々と挙がり、その場で聞いてみたくなった質問をしていました。自分
の家や前に学習したことと比べながら聞くことができました。 
 

～子どもの感想より～ 
 

  
音楽特別授業 ～５・６年生～ 

 １月１８日（月）に、真砂良子先生に来ていた
だいて、お琴や三味線の演奏を聴かせていただき
ました。また、お琴の演奏体験もさせていただき
ました。 一人に一台ずつ用意していただいたの
で、「夕焼けこやけ」「パプリカ」「チューリッ
プ」などの曲を練習しました。短時間の練習でし
たが、演奏できるようになりました。 
 
なわとび大会 

 ２月１６日（火）になわとび大会を実施しまし
た。低学年は１０月から練習を続けてきた成果が
見られました。２年生以上も目標を持って一生懸
命跳んでいました。中には、自己新記録を更新し
た児童もたくさんいました。 
 

 
 長なわ八の字跳びは、黄班が優勝しました。 

 
 
 
 

校庭の木々の芽のふくらみにも、春の訪れが感じられる季節となりました。地
域・保護者の皆さま方におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げま
す。 

さて、３月に入り、中学校では卒業の時を迎えました。今年の３年生は９６人で
す。それぞれが自分の夢に向かって力強く歩んでいってほしいと思います。 

 
◇学校アンケートを実施しました 

明洋中学校では、毎年保護者の方々を対象に学校アンケートを実施しています。
本年度は２０３人、全体の８２．１％の方々に回答いただきました。これからの教
育活動に生かしていきたいと思います。一部抜粋して紹介します。 

 
A よくあてはまる     B ややあてはまる  C あまりあてはまらない 
D まったくあてはまらない E わからない             （％）                   

  
◇第７２回卒業証書授与式 

３月９日（火）、本校体育館にて、第７２回卒業証書授与式を行います。今年は
コロナウイルス感染症の予防対策として次のような形で行います。 
 〇卒業証書授与は、各クラス男女代表１名ずつ 
 〇保護者は、原則１家族１名 
 〇在校生は、２年生の代表者のみ 
 〇来賓については、田辺市教育委員会様・田辺市長部局様・本校育友会長様の３名 
 〇来賓祝辞については掲示のみ 
 〇歌唱については、国歌・校歌は清聴、送別や卒業の歌はマスク着用のままで歌う   
 〇参加者にはマスクの着用、体温の確認、アルコール消毒の実施、また会場の換気 
  などの感染予防対策を行う 
 
◇ブラスバンド部 和歌山県ソロコンテスト 

 ２月１４日（日）開智ホール（和歌山市）にて、和歌山県ソロコンテストがあ
り、下記の生徒が入賞しました。 
 〇第１位 中野倫太郎（３年）楽器：ユーホニアム 
 〇優秀賞 北川莉優 （２年）楽器：マリンバ 
 〇優秀賞 西尾 心 （２年）楽器：チューバ 
 ＊第１位に輝いた中野倫太郎君は、関西大会へ出場します。 
 
◇「書初会」力作ずらり 

和歌山県書写研究会主催の「書初会」が行われ、本校からも多くの作品を出品し
ました。その中で４名が中央作品賞、２９名が金賞に入賞しました。 
 〇中央作品賞 
  硬筆の部 金城虹心(１年) 千田和佳奈(１年) 
  毛筆の部 森本萌那(２年) 木下菜々子(２年) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

項 目 A B C D E 

「自主・自律・連帯」の校訓を生かした教育活動を
行っている 35 47 2 1 14 

教員は、楽しくわかりやすい授業をしている 22 45 5 1 27 
学校は、いじめや暴力等の防止に努めている 32 42 2 2 22 

学校は地震などの避難体制を整え、安全教育に努めて
いる 43 44 3 0 10 

子供の家庭での学習時間は十分である 15 24 30 24 7 

学校のコロナウイルス対応はほぼ満足できる 60 30 3 0 7 

子どもたちの知的好奇心を育てたい 

学校生活 あれこれ 

  「自主・自律・連帯」  ３月号 

    ～卒業の時～  

 地域・保護者の皆さま方 
 本年度１年間ありがとうございました。 
 来年度もよろしくお願いいたします。 明洋中学校職員一同 

 大坊小学校  ３月号 令和３年 

 大坊は、山の上で太陽の光がよく当たり、石垣のおかげで水はけがよ
いから、ミカンがおいしくなると分かりました。朗太さんが一番おいし
いと思うみかんは、皮がうすく、口の中でとけるみかんだと分かりまし
た。肥料を少なくすると、皮がうすくておいしいみかんができると分か
りました。                    （２年 男子） 

 中本さんの話を聞いて、２学期にお話を聞いた岸本さんとはちがうと
ころがあるなあと思いました。 
中本さんは、１日に３トンもみかんを収穫するのはすごいなあと思い

ました。 
 ぼくは、朗太さんの話を聞いて、農家をついでみたいなと思いまし
た。                       （４年 男子） 

競技種目 

 ➀前跳びか後ろ跳び・・・ひたすら跳び続けます 
  １年：１分 ２年：２分 ３・４年：３分 ５・６年：５分 
 ②二重跳び・・・３から６年生が挑戦します 
 ③選択種目・・・それぞれ跳んでいない種目に挑戦 
 ④班対抗長なわ八の字跳び 


